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生徒会役員選挙がありました

９月２０日（金）に、生徒会の立会演説会がありました。本年
度は厳しい残暑の影響で、体育館に集合するのではなく、オンラ
インでパソコン室から各教室に配信する形で行われました。モニ
ターを通じて候補者及び応援者の演説や質疑応答が活発に行われ
ました。同日に投開票があり、２４日（火）に発表され、その後
役職についても以下のように決定しました。専門委員長に選ばれ
た生徒も含め、福島中学校がさらにいい学校になるようがんばっ
てくれることを期待しています。
・ 生徒会長 ２年 ○○○○ ・ 書記 ２年 ○○○○
・ 副会長 ２年 ○○○○ ・ 書記 １年 ○○○○

・ 副会長 １年 ○○○○

１０月５日（土）、９日（水）に、中体連八女地区新人大会がありま
した。各部とも１、２年生を主体とした新チームで臨み、一生懸命に競
技を行いました。真剣勝負に臨んだことで、来年夏の総合体育大会に向
けて課題が見つかったことと思います。冬場の練習において、着実に力
をつけていってほしいと思います。結果は以下のとおりです。
・ 野球：筑後北中に惜敗
・ サッカー：広川中に惜敗
・ バレー：輝翔館、西中に惜敗
・ 女子バスケ：決勝で筑後北中に惜敗し、２位
・ 男子バスケ：準決勝で八女学院中に惜敗し、３位
・ 卓球：団体、個人に出場し惜敗
・ 剣道：団体、個人に出場し惜敗

中体連八女地区新人大会がありました

本校キャラクター「はくようくん」

本校で英検がありました

９月２９日（日）に、本校で実用英語技能検定（英検）が行われました。本年度は、八女市教
育委員会が第２回検定の検定料を補助することになったため、たくさんの生徒がチャレンジする
機会を得ることができました。八女市全体で想定より多くの受検申し込みがあったため、本来の
会場である八女市役所では人数が収まりきれず、１番受検者の多かった本校生徒については、本
校を会場として検定を受けることになりました。これまで英検を受けるチャンスに恵まれなかっ
た生徒もいたことと思いますが、今回受検できたことは、これから英語に親しんでいく上でいい

きっかけになったのではないかと思います。これから世界中に本校卒業生が飛び立ち、コミュニ
ケーションの輪を咲かせてくれるものと期待しています。



薬物乱用防止教室がありました

９月１１日（水）に、薬物乱用防止教室がありました。
講師として、久留米市少年サポートセンターの小宮智恵美
先生に来ていただきました。まだ残暑厳しい時期でしたの
で、体育館ではなく、各学級にリモートで配信する形をと
りました。機器トラブルはあったものの各教室で話を聞く
ことができました。
小宮先生には、違法薬物の種類と恐ろしさについて、薬

物にはまってしまう心理についてなど、詳しくお話をして
いただきました。また、最近話題になった闇バイト（直近
では、ルフィと名乗る実行犯に雇われ犯罪に関わった事例
が有名）についてなどのお話もありました。犯罪への誘い
方がかなり巧妙になってきており、どんな子どももひっか
かる可能性があるというのが実態だそうです。そんな時、
最後は「この人が悲しむかもしれない」という心のお守り
が大事という言葉もいただきました。是非心に留めておい
てほしいと思います。

全国学力・学習状況調査の結果が返ってきました

当面の日程

10/17 木 八女地区音楽会 10/29 火 ２年修学旅行説明会

10/23 水 筑後地区駅伝大会 10/29 火 ３年教育相談 ～11/6

10/25 金 文化発表会 ステージの部 11/1 金 ３年実力テスト

10/25 金 文化発表会 展示の部 ～10/31 11/2 土 八女市教育の日

10/28 月 １、２年英語IBAテスト 11/7 木 八女地区駅伝大会

学校便りは学校ホームページからもご覧いただけます。http://fukushimachu.yame.ed.jp/

４月１８日（木）に、３年生が対象の全国学力・学習状況調査が行
われ、先日結果が返ってきました。学年全体では、全国平均との比較
で国語がやや上回り、数学が下回るものの、昨年度から本調査までの
学力検査等における経年比較においては、どちらともゆるやかな上昇
傾向を示しています。着実にこれまでの取組の成果が出てきていると
考えられます。課題としては、国語は「書くこと」、数学は「数と
式」等が挙げられます。同時に行われた質問紙調査では、全国と比べ
「学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見の
よさを生かして自分たちで解決方法を決めることができている。」
「ICT機器の活用」等について、肯定的回答が高い傾向にあり、「自分
によいところがある。」「将来の夢や目標をもっている。」等につい
て、肯定的回答が低い傾向にあります。今回の結果を踏まえて、今後
の学力基盤づくり及び授業づくりに生かしていきたいと考えています。
今後ともご理解ご協力の程お願いいたします。
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